








デニーズが年間で使用する割り箸は、約4,000万膳にのぼ
ります。そこで、森林資源の有効活用を考え、1997年から吉
野杉の建築端在を使った箸に全面切り替えています。杉には
天然の抗菌作用があり、製造過程での漂白も不要なことから
人体にも安全と言われています。

また、箸袋には、ダイオキシンや環境ホルモンの発生リスクが
ないよう、塩化ビニールの使用はしていません。

省資源や環境ホルモンの発生防止に
配慮した「お箸」を使用
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さらに、発電時の排熱を回収して給湯に使用する

コージェネレーションシステムを導入。2003年度は保

谷柳沢店（出力5kwh）、2006年度は大船店（出力

5kwh）、西荻北店（出力5kwh）に設置しました。

エコエース導入による消費電力の削減（ファミール）
ファミールでは、2003年から受電圧を調整して消費

電力を削減する「エコエース」を導入しています。2007

年2月現在で379店舗中60店舗に導入済みで、2006

年度の店舗全体での消費電力は、前年度と比較して

9.3%削減できました。

厨房機器の電気化によるCO2排出削減（ポッポ）
ポッポでは、安全性とCO2排出量削減のため、ガス併

用店6店を除いては、厨房機器を全て電気機器としてい

ます。また、曜日ごと、機械ごとの稼働時間帯を設定、省

エネルギーに努めています。

電気・水道については、メーターのチェックを毎日実施

することで、資源のムダ使いを徹底的に排除しています。

デニーズでは、早くから配送時のCO2排出量削減に

努めてきました。1982年より共同配送および温度帯別

配送を開始し、それまで1日10台必要としていた配送に

ついて、冷蔵便･常温便は毎日1回に、冷凍便は週2～

3回まで縮減しています。近年では、店舗拡大が配送

便増加につながらないよう、物流センターの整備統合

や発注精度向上、冷蔵･常温品の混載納品などに取

り組んでいます。

2006年度は、平日･週末などの予測物量に対応した

積載効率の改善を行うことで、配送台数を2005年度

実績より3.7%削減しました。また、デジタルタコグラフの

全車導入により、ドライバーの配送品質が向上し、燃費

が2005年度の4.5km/ℓから2006年度には5.8km/ℓま

で改善。その結果、CO2排出量を前年度より9.8%削減

しました。

今後は配送効率の追求を継続するととともに、車両

管理を徹底して燃費改善を図ることで、環境負荷の軽

減につなげていきます。

物流プロセスを効率化することで
配送時のCO2排出量を削減しています。

電気化した厨房機器
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